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　　　　　講師：小池康博先生（慶応大学理工学部教授）

２００４年最初の清陵サイエンスフォーラム（以下ＳＦと略記）は、世界的な活躍をされており、

本校のＯＢである小池康博先生をお招きいたします。

第 12 回ＳＦで講師をお願いする、白川英樹先生は電気を通すプラスチックの開発により２０００年

度ノーベル化学賞を受賞されたわけですが、小池先生は光を通すプラスチックを研究、開発された第

一人者です。

先生はさまざまな賞を受賞されており、また国際会議でも招待講演を定期的に頼まれる方です。

まさしく、光通信の世界を切り拓く中心となって活躍されていらっしゃいます。清陵ＳＦの前にも国

際会議での招待講演がある中でのきついスケジュールの中、無理を押してお願いしました。

連休中に先生からお電話を頂戴しました。最初にいただいていた演題は「世界最高速のプラスチッ

ク光ファイバーが可能にするブロードバンド社会と生活」でしたが、清陵生に向けて語るなら、そう

した話だけにとどめたくないので草稿を書き直しているとのことでした。

今でこそプラスチック光ファイバーは時代の先端技術として受け入れられていますが、先生が最初

に学会に発表した時は、専門家から否定的な評価しかされなかったそうです。そんな時に何が力とな

ったかを話したい、とおっしゃっていました。演題はそこからつけていただきました。

次のページでは２００２年読売新聞に掲載された先生の記事を紹介します。

　
小池先生の略歴

　　　　１９７０年　諏訪清陵高校入学

１９８２年　慶應義塾大学理工学研究科博士課程修了、

１９８３年～１９９１年　慶應義塾大学理工学部　助手、専任講師

１９８９年～１９９０年　米国ベル研究所研究員

１９９２年～　　　　　　慶應義塾大学理工学部　助教授、教授

学会等における主な役職

１９９４年～現在　プラスチック光ファイバーコンソーシアム会長

１９９８年～現在　国際会議委員会 International Cooperative of Plastic　Optical Fiber

(ICPOF) 全体議長

２０００年～現在　独立行政法人　科学技術振興機構　創造科学技術推進事業（科学技

術庁予算事業）「小池フォトニクスポリマープロジェクト」総括責任者

受賞等

１９８９年　米国プラスチック工学会（ＳＰＥ）電気・電子部門最優秀論文賞

１９９２　　光科学技術研究振興財団研究表彰

１９９４年　米国プラスチック工学会（ＳＰＥ）SPE International　Technology

２０００年　慶應義塾大学　義塾賞

２００１年　藤原科学財団　第４２回藤原賞

　 ２００３年　２００２年高分子学会賞　　　　　　　　　　　　　　　　　等他多数

主な著書　「プラスチック光ファイバー」共立出版「光と化学の辞典」日本科学会編　丸善

　　　　　　出版　等他多数




